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1. 合成繊維 の洗浄に及ぼ す因子の検討 と最適洗浄 条

件の検討を すすめるにあ たって， まず，洗剤濃度，洗浄

時 間，洗 浴温度 の変化 が洗浄 にいか なる影響をあ たえる

か につい て検討を 試み た。

2. 試験布：木綿，ビ ニロ ン， ナイロ ン， アクリル，

ポリエステル， ポリプ ロピレンを用い， 油化 学協会法に

より，カ ーボンブ ラックを用い ，それぞ れ30 ±2% の反

射率をもつ人工汚染布 を作製 した。

洗浄条 件 及 び 方 法:A.  B. Ｓ. 30%,   NaaSOi 47%,

NasPsOio 20%,   C. M. Ｃ. 3％ のモデ ル洗剤を 使用し，

濃度0.01~0.3%, 温度20 ～80°C, 時間5 ～fiOmin とし

て， ラウンダテスター（田葉井 製） を用い て洗浄 した。

洗浄後，日立光電反 射計を用い て反 射率を測定し，常法

により洗浄効率を算出した。

3. 洗剤濃度につい てみると，い ずれの繊維でも，活

性分濃度0.07 ～0.1% で最高の洗浄効率が得られ，ビニ



ロン， ナイロン，アクリルではc.  w. c.が認められた。

洗浄時 間はい ずれも30分 までは洗浄効率 の増加 がみら れ

た。温度については，従来，木 綿でい わ れ て い た よ う

に，温度 が高くな れば洗浄 性は よくな るとい う傾向は，

ナイロ ン， アクリルにみら れたが， ポリエステルは 低温

ほど よく，ビ ニ・ ン， ホリプロは,  80° C にな れば洗浄

性が悪 くなってくる傾向にあり，温度に よっては各繊維

特有の 傾向が認めら れた。
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